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抄録 : 文系コース（教育学部、社会福祉学部、心理学部）の大学生を対象に、職業観とアイデンティティについてアンケート
調査を実施した。職業未決定尺度は1年生に比べて2年生で著しく低下し、3年生で回復し、4年生になると最高値となった。
一方、自己効力感尺度は1年生が最高、2年生が最低であり、3年生および4年生で回復がみられた。アイデンティティ尺度
は3年生が最低であった。これらの結果は、高い職業志向を持って大学に入学するが、2年次で葛藤状態に陥り、学年次の
進行とともに理想と現状との折り合いをつけて職業を選択するという変遷を示している。したがって、効果的なキャリア
教育を2年次に実施することが重要と思われる。
（別刷請求先 : 村上竜馬）
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緒言
日本企業の新規大学卒業者の募集は、2010（平成22）年
までは大学3年生の10月から行われていたが、2011（平成
23）年度からは試験的に12月からの募集となった。2015
（平成27）年度からは3月からの募集となり、学生はより厳
しい就職活動を行なうことになる。募集期間の短縮に加え
て、どの企業も若干名の募集のため、少ない募集枠に多く
の学生が応募ししのぎを削っているのが現状である。
また、ITを利用した応募の容易さも、応募数の著しい増加
をもたらしている。
エリクソン（Erikson, 1959）によると、青少年の発達段階
における目標はアイデンティティの確立であり、その最終
目標は「職業に就く」ことであるという。しかし、必ずしも
自分が希望した企業や職種につけるわけではない。たとえ
希望とは違う職業についたとしても、その中で楽しみやや
りがいが見つけられたなら仕事を続けられるが、折り合い
が付けられなかった場合は、仕事をやめてしまうことが少
なくない。最近の統計によれば、新卒大学生の約3割が、
3年以内に転職しているという（厚生労働省 , 2014）。
職業選択という重要な岐路に直面して、学生はどのよう
に、やりたいこととできることの折り合いをつけ、職業選
択を行なっているのだろうか。そして、周りはどのような
支援を行えば良いのであろうか。大学生に対する職業
支援・職業教育は、大学の教育学部における大きな課題で
あると考える。この問題について、職業選択（下山 , 1986）
あるいはアイデンティティ（原 , 2000；小松・川野 , 2008；
土田ら , 2010）について個々に分析した研究は比較的多く
存在する。しかし、アイデンティティと職業選択を関連さ
せた研究は少ない（原 , 2001）。
人には夢や希望がある。しかし、やりたいことは必ずし
も皆が皆達成できるわけではなく、希望を抱きつつ自らの
中で折り合いをつけ、可能範囲内でアイデンティティを確
立して自己実現しているのが現実である。アイデンティ
ティが確立されている者は、たとえやりたいことが達成で
きなかったとしても、別の道を模索、または一度迂回して
夢に向けての努力を行うことが可能であると考えられる。
逆に、アイデンティティが達成されていない者は、やりた
いことが無い・わからないため主体性なく過ごすか、やり
たいこととできることの折り合いをつけることができず、
挫折や無気力といった状態に陥る可能性が高い。さらに、
アイデンティティと職業選択は密接に関係しており、特に
自分と向き合えている者は折り合いをつけることが可能で
あろう。逆に、自分に向き合えていない者は折り合いをつ
けることができず、問題を抱えてしまうのではないかと考
える。このことが、近年の離職や失業などの就労状況に大
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きな影響を与えている可能性がある。この傾向は、職業選
択と修学との関連が比較的明確である理系学部より、文系
学部に入学した学生の方に強いと思われる。
本研究は、効果的なキャリア教育を実施するためのヒン
トを得る目的で、文系学部で構成されたA大学の大学生の
アイデンティティや職業選択の成熟度の年次推移を分析
した。
研究方法
1．対象者と調査期間
対象者は北関東にキャンパスがあるA大学（文系の教育
学部、社会福祉学部、心理学部で構成）に在学中で、質問紙
調査に協力してくれた学生340人で、表1は、学年および性
別の内訳を示したものである。しかし、フェイスシート・
質問紙の未記入者があったため、それらを除いた264名
（男性114名、女性150名）の回答を有効として分析の対象
とした（表2）。
調査は201X年10月中旬から11月上旬にかけて行った。
2．調査方法
A大学の教育学部、社会福祉学部、心理学部学生の職業
観、アイデンティティ確立度の傾向を、調査用紙を用いて
アンケート調査し、アイデンティティの確立と職業選択の
関連性を調べた。
調査用紙のフェイスシートは、対象者の属性を問うため、
「氏名」「学籍番号」「性別」「年齢」「学部・学科・専攻」「学年」
「資格取得予定」「家族構成」「続柄」「連絡先」の計10項目の
質問で構成されている。これは後の研究において面接調査
を行う上での情報としても利用するためであった。「性別」
「年齢」「学部学科専攻」「学年」は、統計処理を行うための情
報として使用した。「氏名」「学籍番号」「資格取得予定」
「家族構成」「続柄」「連絡先」は、本研究に続いく研究で行う
面接調査のための情報となっている。
調査用紙は、「職業未決定尺度」「アイデンティティ尺度」
「進路選択に対する自己効力尺度」「自己概念測定尺度」に
関する質問項目で構成されていた。
2-1．職業未決定尺度
表3は、職業未決定に関する質問項目である。
1. 自分の職業計画は、着実に進んでいると思う、2. 自分
の将来の職業については、何を基準にして考えたらよいか
わからない、といった38質問項目で構成され、それぞれに
対して、あてはまる（1点）、どちらでもない（2点）、あては
まらない（3点）の3択で回答してもらった。
2-2．アイデンティティ尺度
表4は、アイデンティティに関する質問項目である。
1. 自分の能力を性格に評価すること、2. 自分が従事した
い職業（職種）の仕事内容を知ること、といった30質問項目
で構成され、それぞれに対して、非常に自信がある（4点）、
少しは自信がある（3点）、あまり自信がない（2点）、全く自
信がない（1点）の4択で回答してもらった。
 
2-3．進路選択に対する自己効力尺度
表5は、進路選択に対する自己効力に関する質問項目で
ある。
1. 異性とのつき合い方が分からない、2. 社会の中での自
分の生きがいが分かってきた、といった20質問項目で構成
され、それぞれに対して、よく当てはまる（1点）、どちらかと
いえば当てはまる（2点）、どちらかといえば当てはまらない
（3点）、全く当てはまらない（4点）の4択で回答してもらった。
2-4．自己概念測定尺度
表6は、自己概念測定に関する質問項目である。
1. 無作法、2. 冷酷（つめたい、むごい）、といった60質問
項目で構成され、「当てはまる」、「あてはまらない」、「どちか
らともいえない」の三択で、○×で回答してもらった。
そして、当てはまるには1点、どちらともいえないには2点、
当てはまらないには1点を与えた。
表1．アンケ トー調査対象者数
男性 女性 性別不明 その他 小計
大学1年生 26名 42名 1名 0名 69名
大学2年生 38名 45名 0名 0名 83名
大学3年生 41名 45名 1名 0名 87名
大学4年生 39名 52名 0名 0名 91名
学年不明 2名 0名 0名 0名 2名
学年性別不明 0名 0名 0名 8名 8名
小計 146名 184名 2名 8名 340名
表2．アンケ トー調査の有効人数
男性 女性 小計
大学1年生 17名 36名 53名
大学2年生 29名 36名 65名
大学3年生 31名 35名 66名
大学4年生 37名 43名 80名
小計 114名 150名 264名
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表3．職業未決定に関する質問項目（38問）
注：問18、問38は欠番。
表4．アイデンティティに関する質問項目（30問）
42
村上・原・三好
3．個人情報の保護
フェイスシートは同意書も兼ねており、フェイスシート
記入の際も、各学生に後日面接調査をすることを説明し、
了承を得た後、協力することができる学生のみに記入をお
願いした。
得られたデータは、個人情報のため厳重に保管・処理し
ている。もちろん、論文の作成にあたり、個人が特定でき
ないように配慮した。
4．統計処理
質問に対する回答を数値化し、尺度ごとに合計得点を分
析した。
アイデンティティ尺度と自己概念測定尺度を独立変数、
職業未決定尺度の合計得点と進路選択に対する自己効力感
尺度の合計点数を従属変数として、一元配置分散分析、
ステップワイズ法による重回帰分析を行った。危険率が
5%未満（p<0.05）の場合、有意であるとした。
結果
1．職業未決定尺度
職業未決定尺度は、得点が高いほど特定の職業に対する
志向性が高いことを意味している。
表5．進路選択に対する自己効力に関する質問項目（20問）
表6．自己概念測定に関する質問項目（60問）
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この得点は、1年生に比べて2年生で著しく低下し、3年
生で回復し、4年生になると最高値となった（図1）。
2．自己効力感尺度
自己効力感尺度は職業に対する自己の適合感、つまり就
きたい職種が明確になっていることを意味している。
この得点は、1年生が最高で、2年生が最低となり、3年生
および4年生で回復がみられた（図2）。
3．アイデンティティ尺度
アイデンティティ尺度は、自己に対する肯定感を意味し
ている。
この尺度得点は、1年生で高く、2年生でも維持されてい
たが、3年生になると最も低くなり、4年生では、1・2年生の
レベルに戻った（図3）。しかし、尺度得点の学年差は小さ
かった。
4． 職業未決定尺度、アイデンティティ尺度、進路選択に対
する自己効力尺度、自己概念測定尺度の関連性
1年生では、職業未決定尺度の合計得点に対して、自己概
念測定尺度の意欲性・活動性の標準編回帰係数が有意で
あった（β＝0.34, p<0.05）。また、進路選択に対する自己
効力感尺度の合計得点に対して、アイデンティティ確立の
標準編回帰係数が有意であった（β＝-0.65, p<0.01）。
2年生では、職業未決定尺度の合計得点に対して、自己
概念測定尺度の意欲性・活動性の標準編回帰係数が有意で
あった（β＝0.32, p<0.01）。また、進路選択に対する自己
効力感尺度の合計得点に対して、自己概念測定尺度の意欲
性・活動性の標準編回帰係数（β＝0.49, p<0.01）および
自己概念測定尺度の情緒性の標準編回帰係数が有意で
あった（β＝-0.25, p<0.05）。
3年生では、職業未決定尺度の合計得点に対して、自己
概念測定尺度の意欲性・活動性の標準編回帰係数（β＝0.44, 
p<0.01）および自己概念測定尺度の反社会性の標準編回帰
係数が有意であった（β＝-0.34, p<0.01）。進路選択に対
する自己効力感尺度の合計得点に対して、自己概念測定尺
度のきちょうめんさ・清潔さの標準編回帰係数（β＝0.28, 
p<0.01）、進路選択に対する自己効力感尺度の合計得点に
対して、アイデンティティ尺度のアイデンティティの基
礎、アイデンティティの確立、自己概念測定尺度の明朗性・
友好性の標準編回帰係数が有意であった（それぞれ、β＝
-0.45, p<0.01；β＝-0.55, p<0.01；β＝-0.33, p<0.01）。
4年生では、職業未決定尺度の合計得点に対して、アイデ
ンティティ尺度のアイデンティティの基礎、アイデンティ
ティ確立の標準編回帰係数が有意であった（それぞれ、
図1．職業未決定尺度の合計得点の学年別平均値
図2．自己効力感尺度の合計得点の学年別平均値
図3．アイデンティティ尺度の合計得点の学年別平均値
β＝-0.33, p<0.01；β＝-0.45, p<0.01）。進路選択に対す
る自己効力感尺度の合計得点に対して、自己概念測定尺度
の意欲性・活動性の標準編回帰係数（β＝0.41, p<0.01）が、
およびアイデンティティ尺度のアイデンティティ確立の標
準編回帰係数が有意であった（β＝-0.43, p<0.01）。
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考察
エリクソン（Erikson, 1959）が言うように、青少年の発
達段階における最終目標は「職業に就く」ことであるとす
ると、在学中に就職したい職種を明確にし、それに向けた
勉学をする必要がある。なぜなら、自分に適さない職業に
就職しなかった場合、あるいは就職後の努力によっても楽
しみややりがいが見つけられなかった場合は、転職という
選択を迫られることになる。最近のわが国では、新卒大学
生の約3割が3年以内に転職しているというデータがあり
（厚生労働省 , 2014）、就職希望先と実際の就職先とのミス
マッチが多いということを示している。その背景には、我
が国における大学でのキャリア教育は、職業に就くこと、
つまり就職率の向上に焦点が置かれた教育・指導が中心と
なっていることが挙げられる。しかし、適した職業に就く
ためには、人格、学業、体験など、かなり広範囲の能力が求
められる。その点においてキャリア教育の意義があり、
大学に対して確固たる職業観や自己効力感を醸成する方
策が求められる。
本研究は、キャリア教育をどの時点で、どのようなこと
について実施したらよいのかといった点に関する基礎デー
タを得る目的で、文系のA大学に在籍中の1～4年を対象に、
職業未決定尺度、自己効力感尺度、アイデンティティ尺度、
自己概念測定尺度について、学年変化およびこれらの尺度
得点の相関性を検討した。その結果、職業未決定尺度得点
は、1年生では比較的高かった。これは、大学入学時の学部・
学科・専攻の選択において、卒業後の就職を念頭に置いて
いること、および職業選択について理想を抱いていること
を示している。一方、2年生でこの尺度得点が著しく低下
したのは、自己効力感の低下が示すように、自己の職業観
と修学の現状との間にギャップが生じて、職業選択に葛藤
している可能性が考えられる。しかし、3年以降になると
職種を決定して、就職活動を始める必要がある。職業未決
定尺度得点の上昇と自己効力尺度の再上昇は、職業に対す
る理想像と現実との折り合いをつけている姿を反映してい
ると考えられる。また、3年次以降は、資格取得のための実
習をしており、その経験を通して職業への意欲向上が図ら
れた可能性がある。たとえば、栗原・荻野（2013）は、介護福
祉コースの学生を対象に心身の健康状態の継続調査を行
い、実習の経験によって介護職への意識が高まり、それに
向けた勉学意欲が向上することを報告している。ただし、
アイデンティティ尺度の低下が3年次で著しく低下してお
り、職業選択と自己肯定感との間にまだギャップがあり、
職業選択になおも迷いがある状態にあるといえる。そし
て、4年次では職業決定の意識が確立していくのであろう。
本研究で得られたデータの重回帰分析では、意欲性・
活動性が高いほど職業決定を行うことができ、さらに、
学年を経ていくにつれアイデンティティと職業決定が
密接に関係していくことが示された。その中で、比較的
高い職業観を持って大学に入学したものの、2年次では、
職業決定や自己効力感に迷いが生じることが示された
点は注目すべきである。この結果は、キャリア教育の実施
は2年次がきわめて重要で、そのときに適切な指導・助言
が効果的であることを示唆している。そして、周囲から
適切な助言・援助を提供し、学生自らが職業選択と就職に
対して積極的に立ち向かう姿勢を強くするよう促すこと
が重要といえる。
今後の課題として、調査対象者数を増やしてより精度の
高い結果を得ること、学部間の差異について検討すること、
また、職業観に乏しく就職に対して消極的あるいは無計画
な学生へのサポートのあり方を考えることが挙げられる。
さらに、キャリア教育の効果についても検証し、効果的な
方策を構築することが究極の課題である。
結論
文系のA大学学生を対象にしたアンケート調査から、
職業観とアイデンティティの変化を分析したところ、2年
生において就職をめぐる自己効力感尺度と職業未決定尺度
得点が最低であった。したがって、2年次に効果的なキャ
リア教育を実施し、その過程で理想と現実とを統合出来る
力を養うことが、有能な社会人として活躍できる人材の育
成に重要といえる。
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Abstract : Changes in the identity and vocational selection in the university students of literary courses; education, 
social welfare and psychology, were analyzed on the basis of questionnaire investigation.  Both the job selection and 
identity formation were high at the first grade, minimum at the second grade, and recovered at the later grades.  These 
results suggest that the university students at second grade tended to fall into the conflict with job selection, and that 
they need an effective carrier education.
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